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「里の茶畑」東彼杵郡東彼杵町

　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、女性の会の
活動を中止しておりましたが、今年度は感染症の状況を鑑みつつ、
女性の会の活動を行いたいと考えております。
　日程・内容の詳細については、女性の会の会員の皆様へ後日ご
案内いたしますので、ふるってご参加をよろしくお願い致します。
　また、会員でない改良区の女性の皆さまも、女性の会へのご入
会をお待ちしておりますので、事務局までご連絡ください。

時期：９月中（感染症の状況によっては延期します）
内容：基本的事務の座談会　トラブル事例の紹介
　　　施設見学　…などを中心に企画中です

ご就任おめでとうございます

　　　  ５日　令和３年度仕事始め式（長崎市：土地改良会館）
 　　　  ９日　農業会議第１回常設審議委員会（長崎市：農協会館）
 　　　1２日　南島原土地改良区合併予備契約書調印式（南島原市）
 　　　1３日　第 217 回理事会（長崎市：長崎県庁）
 　　　1５日　雲仙市土地改良区連絡協議会（雲仙市）
 　　　２１日　長崎県農業農村整備事業推進協議会会長選任互選会議（Ｗｅｂ）
 　　　２２日　土地改良事業団体連合会九州協議会第１回総務担当者会議（Ｗｅｂ）

 　　　１１日　土地改良事業団体連合会九州協議会第６３回通常総会（Wｅｂ）
 　　　２６日　土地改良事業団体連合会九州協議会事務責任者会議及び合同会議（Wｅｂ）

会 議 と 行 事

５月

４月

令和３年度 ながさき水土里ネット女性の会活動予定について

　本会職員のさらなる技術力の向上を目指して資格取得に積極的に取り組み、以下の職員が資格
を取得しましたのでご紹介します。今後も、会員の皆様の信頼を得られるよう、努めて参ります。

技術力向上のため資格取得の取り組み

【女性の会事務局 連絡先】
水土里ネット長崎 総務課内（担当：平野・江浦）
TEL：095-823-3101
E-mail：n.soumu.3101@ntr.or.jp

開
催
予
定

内
容

農業土木技術管理士
五島支所長　西坂　英彦
壱岐支所長　山野　好範　　（両名　令和２年12月取得）
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土地改良事業功労者表彰受賞者
西尾　康隆（長崎県島原振興局　農林水産部長）
土井　幸寿（長崎県農林部　　　農村整備課長）
西村　　栄（島原市　　　　　　産業部長）

久本　純造（小豆崎土地改良区　理事長）
大久保純三（竜尾川土地改良区　理事長）
中尾　　玲（飯盛土地改良区　　理事）

受賞
おめでとう
ございます。

と
受賞

おめで う
ございます。

第６5回 通常総会
　2月25日（木）、土地改良会館において本会の第65回通常総会を
開催しました。総会は、新型コロナ感染症拡大防止対策のため書面
議決を併用し、最小限の規模で行いました。
　開会に当たり、古川隆三郎会長（島原市長）が挨拶で「農地の基
盤整備を始めとする事業効果の早期発現のためには、計画的に実施
することが不可欠なため、しっかりと当初予算で必要額を確保すること
が重要である。今後も予算確保については、会員の皆様と共に国・
県への要請活動を引き続き行っていくので、ご協力をお願いしたい。
一方、土地改良区においては、運営体制の強化をさらに進めるため、
統合・合併への推進や施設の管理等に、本会も、県と一体となって
支援を行って参りたい」と述べられ、続いて土地改良事業功労者表彰の授与式を執り行いました。
　その後、議長に久本純造：小豆崎土地改良区理事長を選任し、審議の結果、上程した議案は全て可
決承認されました。
　なお、新型コロナ感染症の関係で来賓のご臨席を控えさせていただきましたが、中村法道：長崎県知
事並びに瀬川光之：長崎県議会議長、横井績：九州農政局長、二階俊博：全土連会長、進藤金日子：
参議院議員、宮崎雅夫：参議院議員よりご祝辞・メッセージを賜りました。

　本県の農業農村整備事業の推進に尽力された方々の功労を称え、土地改良事業功労者を表彰いたし
ました。受賞者を代表して、久本純造：小豆崎土地改良区理事長へ賞状と記念品が古川会長より授与
されました。受賞された皆さま、おめでとうございます。

古川隆三郎：水土里ネット長崎会長

第１号議案　令和元年度事業報告書、収支決算書及び財産目録の承認を求める件
第２号議案　令和2年度事業変更計画書及び収支補正予算書の承認を求める件
第３号議案　令和3年度経費の賦課及び徴収方法の承認を求める件
第４号議案　令和3年度事業計画書及び収支予算書の承認を求める件
第５号議案　役員報酬額決定の承認を求める件
第６号議案　借入金額の限度及び借入の方法並びに余裕金の預入先決定の承認を求める件

第65回通常総会 表彰の授与

≪本会総会議事≫

土地改良事業功労者表彰

※敬称略
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南島原土地改良区合併予備契約書調印式
-16土地改良区が合併　県内最大規模の土地改良区の発足に向けて-

　４月12日（月）、南島原市ありえコレジヨホールにて、南島原市内16土地
改良区の合併に向けた南島原土地改良区合併予備契約書調印式が執り行わ
れました。
　南島原市内には現在17土地改良区があり、このうち、同市と島原市にま
たがる島原深江土地改良区を除く16土地改良区が、近年の土地改良法の改
正や、長崎県の土地改良区の在り方の方針（１改良区の規模300ha以上等）
を踏まえ、令和4年２月に合併し、県内最大規模の「南島原土地改良区」（仮
称）が発足する見通しです。統合整備後の新組織の規模は、昨年4月１日現
在の数値で示すと、地区面積は932ha、組合員数は2,163人となります。
　合併は、土地改良施設の適正で効率的な維持管理や事務運営、土地改良
事業の実施体制の強化を目的としており、今後は各土地改良区の議決を経て、
９月に県へ合併の認可申請を行う予定です。
　調印式では、本多新一：南島原市土地改良区連絡協議会副会長（有馬干
拓土地改良区理事長）が開会の辞を述べ、志岐好春：南島原市統合整備検
討会会長より、連絡協議会及び統合整備検討会の設立から今日までの経緯や、
今後の予定等について説明がなされました。また、酒井光則：南島原市統合
整備検討会副会長が、合併予備契約書の主な内容について説明されました。
　その後、各改良区理事長が合併予備契約書にそれぞれ調印し、立会人の
松本政博：南島原市長と本多新一副会長との契約書の取り交わしが行われ
ました。
　永田光臣：南島原市土地改良区連絡協議会会長は、「合併に向けて大き
な一歩を踏み出すことができた。次世代に農地基盤を引き継ぐためにも行政
機関と連携をとり、しっかりと準備を進めていきたい」と挨拶を述べられました。
　立会人の松本政博市長をはじめ、中村法道：長崎県知事（代理：上田裕
司副知事）、古川隆三郎：長崎県土地改良事業団体連合会会長（代理：松
尾一郎副会長）、苑田康治：島原雲仙農業協同組合代表理事組合長が祝辞
を述べられました。
　調印式後、中村博文：九州農政局農村振興部土地改良管理課長による「土
地改良区に期待される役割」をテーマとした記念講演が行われました。

永田光臣
南島原市土地改良区連絡協議会会長

◀調印した合併予備契約書を持つ
　各改良区理事長と松本市長

松本政博：南島原市長

上田裕司：長崎県副知事

松尾一郎
長崎県土地改良事業団体連合会副会長

苑田康治
島原雲仙農業協同組合代表理事組合長

▲本多新一：有馬干拓土地改良区
理事長と契約書を取り交わす立会人
の松本政博：南島原市長
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松尾一郎
長崎県土地改良事業団体連合会副会長

苑田康治
島原雲仙農業協同組合代表理事組合長

▲本多新一：有馬干拓土地改良区
理事長と契約書を取り交わす立会人
の松本政博：南島原市長
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R３当初
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R３実質
（補正＋当初）R２補正 対前年比 備考

道交含む

その他は適正化等

（事業費ベース） 単位：百万円　　R3.4.1時点

　近年、ため池の決壊など大規模災害が頻発するな
か、令和元年７月に農業用ため池を適正に管理及び
保全することにより、農業用水の供給機能を確保し
つつ、決壊による被害を防止することを目的とし
て、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」が
施行されました。
　また、令和２年10月には、防災重点農業用ため
池に係る防災工事等の集中的かつ、計画的な推進を
図ることを目的として、「防災重点農業用ため池に
係る防災工事等の推進に関する特別措置法」が施行
されました。
　本県のため池の安全性を高めていくためには、管
理の質を高めるとともに補修や必要な整備工事を
着実に実施することが重要です。よってこの度、防
災重点農業用ため池（長崎県内７１８箇所）を管理
されている方を対象に、ため池の適正な保全管理や
大雨などに対する安全性の確保に必要な対策を取
っていただくため、専門技術者による相談対応や現
場での助言などを行う「長崎ため池保全管理サポー
トセンター」を開設しました。

　当センターでは、ため池を適正に保全管理する
ためのご相談に専門のスタッフが対応致します。

ため池の状況をお聞きし、補修や適正な管理のた
めの助言を行います。必要に応じて、現地で対応
します。

防災重点農業用ため池の保全・管理状況を現地に
て確認します。

■開 設 日

■事業主体

■設置箇所

■相談対象施設

■相談連絡先

①ため池の所在地
②ため池の名前
③ため池番号（市町担当窓口で確認できま
す。同じため池名が多いため、ご協力をお
願いします。）

　以上の項目をお知らせください。
　相談にお越しの際には、あらかじめ電話で
ご予約をお願いいたします。なお、ため池管
理者以外の方は、市町担当窓口へご相談くだ
さい。

令和３年５月１１日

長崎県

長崎県土地改良事業団体連合会
（技術課内）

長崎県内の市町に存する

防災重点農業ため池等

〒850-0057　長崎市大黒町9-17
TEL：095-801-1880
FAX：095-820-6836

専門技術者による助言

現地パトロール

ため池サポートセンター概要

ご相談の際には•••

左から、土井幸寿：長崎県農林部農村整備課長、
　　　　松尾一郎：長崎県土地改良事業団体連合会副会長



76

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H21当初
5,772

H22当初
2,981

H28当初
3,820

R元当初
4,418

（対H21比54%）

5,820億円

3,131億円

（対前年比127%）
（対H21比83%）

（対前年比120%）
（対H21比99%）

（対前年比111%）
（対H21比111%）

H27補正
990

H30補正
1,488

R元臨時・
特別の措置
546

R2当初
4,433

R元補正
1,542

R２臨時・
特別の措置
540

H29当初
4,020

H28補正
1,752

4,810億円

6,451億円
（対前年比101%）
（対H21比112%）

6,515億円

R3当初
4,445

TPP対策
700

５か年対策
1,155

（対前年比97%）
（対H21比108%）

6,300億円

5,772億円5,772億円

H21 H22 H28 H29 R2 R3

H30当初
4,348

H29補正
1,452

（対前年比100%）
（対H21比100%）

5,800億円5,800億円

R元H30

（億円）

国の農業農村整備予算の推移

長崎県の農業農村整備予算の推移

長崎県の令和３年度 農業農村整備予算割当額

補正48補正48

補正150

【当初】R3/R2＝100.3%

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

H21当初
62 H22当初

51
H28当初

48

6月補正
12
＋

R元当初
43

（対H21比97%）62億円 60億円

（対前年比167%）
（対H21比120%）

（対前年比115%）
（対H21比139%）

（対前年比105%）
（対H21比145%）

（対前年比117%）
（対H21比169%）

H27補正
27

H30補正
41

R元臨特9

R元補正
42

R２臨特9

H29当初
48

H28補正
38

75億円

105億円
（対前年比101%）
（対H21比171%）

106億円

86億円

H21 H22 H28 H29 R2 R3

H30当初
54

H29補正
36

90億円

R元H30

（億円）

補正9

R2当初
55

64 64

TPP等対策
29

５か年対策
22

（対前年比96%）
（対H21比165%）

102億円

R3当初
51

51

事業別内訳
H30実質予算

（補正＋当初）
H31実質予算

（補正＋当初）

①基盤整備、かん排 

②ストマネ

③農道

④農地耕作条件改善

⑤防災（ため池、地すべり）

⑥海岸、その他

　　計（①～⑥）

対前年比

5,295

310

545

302

2,156

386

8,994

‒

6,056

343

1,191

255

2,172

512

10,529

117.1%

5,978

499

1,104

197

2,228

587

10,593

100.6%

3,878

0

40

0

1,144

0

5,062

120.2%

2,214

569

1,354

226

494

291

5,148

80.7%

6,092

569

1,394

226

1,638

291

10,210

96.4%

102%

114%

126%

115%

74%

50%

96%

‒

R２実質予算
（補正＋当初）

R３当初
＋局繰

R３実質
（補正＋当初）R２補正 対前年比 備考

道交含む

その他は適正化等

（事業費ベース） 単位：百万円　　R3.4.1時点

　近年、ため池の決壊など大規模災害が頻発するな
か、令和元年７月に農業用ため池を適正に管理及び
保全することにより、農業用水の供給機能を確保し
つつ、決壊による被害を防止することを目的とし
て、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」が
施行されました。
　また、令和２年10月には、防災重点農業用ため
池に係る防災工事等の集中的かつ、計画的な推進を
図ることを目的として、「防災重点農業用ため池に
係る防災工事等の推進に関する特別措置法」が施行
されました。
　本県のため池の安全性を高めていくためには、管
理の質を高めるとともに補修や必要な整備工事を
着実に実施することが重要です。よってこの度、防
災重点農業用ため池（長崎県内７１８箇所）を管理
されている方を対象に、ため池の適正な保全管理や
大雨などに対する安全性の確保に必要な対策を取
っていただくため、専門技術者による相談対応や現
場での助言などを行う「長崎ため池保全管理サポー
トセンター」を開設しました。

　当センターでは、ため池を適正に保全管理する
ためのご相談に専門のスタッフが対応致します。

ため池の状況をお聞きし、補修や適正な管理のた
めの助言を行います。必要に応じて、現地で対応
します。

防災重点農業用ため池の保全・管理状況を現地に
て確認します。

■開 設 日

■事業主体

■設置箇所

■相談対象施設

■相談連絡先

①ため池の所在地
②ため池の名前
③ため池番号（市町担当窓口で確認できま
す。同じため池名が多いため、ご協力をお
願いします。）

　以上の項目をお知らせください。
　相談にお越しの際には、あらかじめ電話で
ご予約をお願いいたします。なお、ため池管
理者以外の方は、市町担当窓口へご相談くだ
さい。

令和３年５月１１日

長崎県

長崎県土地改良事業団体連合会
（技術課内）

長崎県内の市町に存する

防災重点農業ため池等

〒850-0057　長崎市大黒町9-17
TEL：095-801-1880
FAX：095-820-6836

専門技術者による助言

現地パトロール

ため池サポートセンター概要

ご相談の際には•••

左から、土井幸寿：長崎県農林部農村整備課長、
　　　　松尾一郎：長崎県土地改良事業団体連合会副会長



9

令和３年５月１日現在
：４月１日付新任

監事 監事
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会長 副会長 副会長 理事 理事 理事

専務理事 田平理事長 雲仙市長 南島原市長
理事 理事 代表監事

岡田伊一郎 濵﨑保久 平田光昭
寺脇理事長

古川隆三郎 松尾一郎 小川隆友 金澤秀三郎 松本政博 白川永利 平山 学 林田俊秀
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係長
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五島支所長 係長
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技術部次長(兼)

会員支援課

前田正樹

平野まりこ

8

全国水土里ネット第６３回 通常総会

　４月13日（火）、長崎県庁において、第217回理事会を古川会長他理事４名の出席により開催しま
した。理事会に先立ち、綾香直芳：長崎県農林部長より令和３年度農林行政の基本方針の説明、また、
土井幸寿：長崎県農村整備課長より令和３年度農業農村整備
事業についての説明を受けました。その後、全２議案を審議し、
各議案とも満場一致で可決されました。

第２１７回 理事会

　３月25日（木）、全国都市会館（東京都）において、全国
水土里ネット第63回通常総会が開催されました。
　昨年に引き続き、新型コロナウイルス拡大防止の観点から
代理人制を活用し、規模縮小した形で行われました。
　二階俊博：全土連会長挨拶（髙貝久遠：全土連副会長代読）
の中で、昨年の７月豪雨や台風等により被災された方々への
お悔やみとお見舞いの言葉を述べられるとともに、「本会の会
長に就任して以来、“闘う土地改良”を掲げ、組織一丸として
闘った結果、補正予算等を含め大幅削減前を大幅に上回る予算を確保することができた。令和３年度
予算については政府予算案において4,445億円を確保でき、さらに令和２年度の補正予算を含めると
6,300億円となる。また、防災・減災のための国土強靭化対策が延長され、新たな５か年加速化対策
として15兆円が予算化されることとなった。皆様の活動に深く敬意を表するとともに、心からご労苦
に対し御礼を申し上げる」と述べられました。なお、上程された議案については、全会一致で原案通
り承認可決され、最後に総会決議が全会一致で採択されました。

　令和２年度全国水土里ネット表彰において、長年に亘り農業農村の発展に寄与し、地域農業の振興に
貢献されてきた方々の功績を称え、各表彰が授与されました。本県からは以下の団体及び個人が受賞さ
れました。なお、新型コロナウイルス感染症予防の観点により、表彰式の開催は中止となりました。

議　事

第１号議案　就業規程の一部改訂について
第２号議案　旅費規程の一部改訂について

 第209回　理事会

全国水土里ネット表彰受賞者のご紹介

第62回全国土地改良功労者等表彰受賞者
全国土地改良事業団体連合会長表彰
　団体：守山土地改良区、飯盛開土地改良区
　個人：平山　　学（諫早干拓土地改良区理事長）
　　　　橋口　隆浩（佐世保市東部地区土地改良区
　　　　　　　　　　連絡協議会事務局長）

令和2年度
全国土地改良事業功績者表彰受賞者
全国土地改良事業団体連合会長表彰
　大久保　純三（竜尾川土地改良区理事長）

令和３年度 長崎県土地改良事業団体連合会 機構図

長崎県農林部幹部職員名簿（令和３年４月１日付）
職名 氏名部署名
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吉田　弘毅
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小畑　英二
村岡　彰信
村木　満宏　　（新）
溝口　聖　　　（新）
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野口　和弘
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  農村整備課
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職名 氏名部署名

部長
副部長

部長

部長
副部長

部長
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冨永　祥弘
上戸　裕次　　（新）

本村　高一
野中　弘次

森川　晃

土地改良事業に関わる皆さまのますますのご活躍
を期待いたします。あらためて、おめでとうござ
いました。
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として15兆円が予算化されることとなった。皆様の活動に深く敬意を表するとともに、心からご労苦
に対し御礼を申し上げる」と述べられました。なお、上程された議案については、全会一致で原案通
り承認可決され、最後に総会決議が全会一致で採択されました。

　令和２年度全国水土里ネット表彰において、長年に亘り農業農村の発展に寄与し、地域農業の振興に
貢献されてきた方々の功績を称え、各表彰が授与されました。本県からは以下の団体及び個人が受賞さ
れました。なお、新型コロナウイルス感染症予防の観点により、表彰式の開催は中止となりました。

議　事

第１号議案　就業規程の一部改訂について
第２号議案　旅費規程の一部改訂について

 第209回　理事会

全国水土里ネット表彰受賞者のご紹介

第62回全国土地改良功労者等表彰受賞者
全国土地改良事業団体連合会長表彰
　団体：守山土地改良区、飯盛開土地改良区
　個人：平山　　学（諫早干拓土地改良区理事長）
　　　　橋口　隆浩（佐世保市東部地区土地改良区
　　　　　　　　　　連絡協議会事務局長）

令和2年度
全国土地改良事業功績者表彰受賞者
全国土地改良事業団体連合会長表彰
　大久保　純三（竜尾川土地改良区理事長）

令和３年度 長崎県土地改良事業団体連合会 機構図

長崎県農林部幹部職員名簿（令和３年４月１日付）
職名 氏名部署名

部長
次長
次長
参事監
課長
室長
課長
課長
課長
課長
課長
課長
企画監
課長
課長
室長

綾香　直芳
吉田　弘毅
渋谷　隆秀
鈴木　豊志　　（新） 
小畑　英二
村岡　彰信
村木　満宏　　（新）
溝口　聖　　　（新）
清水　治弥　　（新）
長門　潤
山形　雅宏 
土井　幸寿
野口　和弘
安達　有生　　（新）
永田　明広　　（新）
髙橋　祐一　　（新）

【農林部】

  農政課
  団体検査指導室
  農山村振興課
  農業経営課
  農産園芸課
  農産加工流通課
  畜産課
  農村整備課

  諫早湾干拓課
  林政課
  森林整備室

職名 氏名部署名

部長
副部長

部長

部長
副部長

部長
課長

部長
課長

部長

【県央振興局】
  農林部

【島原振興局】
   農林水産部

【県北振興局】
  農林部

【五島振興局】
  農林水産部
  農村整備課

【壱岐振興局】
  農林水産部
  農林整備課

【対馬振興局】
  農林水産部

村里　祐治　　（新） 
吉田　好広　　（新） 

西尾　康隆

川口　健二　　（新）
森高　一久　　（新）

冨永　祥弘
上戸　裕次　　（新）

本村　高一
野中　弘次

森川　晃

土地改良事業に関わる皆さまのますますのご活躍
を期待いたします。あらためて、おめでとうござ
いました。
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本会の新規採用職員の紹介

　４月26日（月）、27日（火）、土地改良会館にて、本会新規採用技術
職員が令和３年度新規採用農業土木技術職員研修（前期）に参加しました。
　１日目は、区画整理や農道に関する工事の計画から完成までの概要を始
め、特記仕様書と設計変更ガイドラインのポイント、図面の見方や土木用語、
コンクリートの基礎知識、公共工事の事故対応について講義を受けました。
　２日目には、換地と区画整理についての講義を受けた後、補助版標準積
算システム（ＲＩＥＳＡ）や、建設CADソフトについて説明を受け、実際に
操作しながら作業手順を確認しました。
　２日間を通し、幅広い内容の研修となりました。

名前：江浦　陽子
        （えうら　ようこ）
所属：総務課

　皆さん、はじめまして。今年度より水土里ネット長崎に入
会しました田﨑伶奈です。
　私は長崎大学経済学部出身で、経済学や経営学などの
専門知識を学んできました。そのため、農業に関する知識
はまだまだですが、その分多くのことを吸収し、どんな業務
も積極的に取り組んでいく所存です。大学では、人と接す
る機会の多いアルバイトをしていたことから、会員をはじめと
する多くの方と接する機会のある会員支援課で、この経験
を活かしていきたいと思います。
　一日でも早く仕事を覚え、長崎県の農業の発展に貢献で
きるよう尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

会員支援課
田﨑伶奈
た   さき  れ　 な

　今年度より新しく水土里ネット長崎に入会いたしました末
永和佳子と申します。
　宮崎大学農学部森林緑地環境科学科出身で、測量などを
学んできました。学生時代は高校・大学と管弦楽部に所属
しており、ヴァイオリンを担当していました。趣味はドライブや
一人旅行、ゲームや動画を見ることで、休日は基本その内
のどれかをしています。しかし一人旅行については新型コロ
ナウイルスの影響で去年からできていないのでいつか落ち着
いたらいろいろな所へ行きたいです。
　まだまだわからないことが多いですが、与えられた業務に
懸命に取り組み、日々成長していきますのでどうぞよろしく
お願いいたします。

技術課
末永和佳子
すえ なが  わ　 か　 こ

　皆さん、初めまして。今年度より水土里ネット長崎に入会
し県央支所に配属されました松永一星です。
　大村工業高校建設工業科では、測量や土木力学などの
専門知識を学び実習を積み重ねてきました。それらの知識
を様々な業務に最大限活かしていきたいと思います。部活動
では野球部に所属し、肉体的にも精神的にも鍛えてきたの
で、特に現場作業では率先して動き、日々の業務を頑張り
たいと思います。そして、チームスポーツで培った協調性や
コミュニケーション能力を活かしていきます。
　まだまだ分からないことばかりですが一日一日を大事にし、
一人前の農業土木技術者になり、長崎県の農業農村地域
の発展のために頑張りたいと思っています。どうぞよろしく
お願い致します。

県央支所
松永一星
まつ なが いっ せい

▲新人現地研修の様子。県央、島
原管内の事業実施地区を回り、土地
改良区や土地改良施設等を見学しま
した。

　以前よりお知らせしているとおり土地改良法の一部改正により、土地改良区等は令和４年度から貸借
対照表の作成が義務付けられました。そのため、土地改良区等は、令和３年度末までに会計細則の変更
や土地改良区会計基準に対応した会計ソフトの購入など、複式簿記の導入に向けた準備が必要です。
　令和元年度より、土地改良区体制強化事業による土地改良区の巡回指導を順次行っていますが、改め
て複式簿記導入に際して、取り組むべき項目をまとめましたので、土地改良区の皆様ご自身でも再度ご
確認ください。

複式簿記導入後は、会計基準に記載のあるような特別な場合を除いて特別会計を設けることができ
ません。また、特別会計を設けた場合も、「会計単位ごと」に作成すべき決算書や帳簿が増え、事
務負担も増えます。決算書類のスリム化と事務負担の軽減のためにも会計の統合を検討してください。

複式簿記の移行について再度ご確認くださいお知らせ

１. 一般会計と特別会計の統合　

会計基準の変更に伴い新しい会計細則に変更する必要があります。細則例を参考にし、改良区に
則した細則を作成してください。なお、細則の変更にあたっては、総（代）会の承認が必要になります。

２. 会計細則の変更

新しい会計基準では勘定科目が大きく変わります。単式簿記から複式簿記の移行に合わせて変更
された勘定科目を比較するために、一覧表等を作成し、把握できるようにすることをお勧めします。
令和４年度の予算編成時から複式簿記の勘定科目を使用しますので、比較表を作成することで組
合員の方への説明の簡略化もできます。

３. 勘定科目の整理

貸借対照表作成のため、土地改良施設の資産評価を行う必要があります。資産評価の対象となる
土地改良施設は、「維持管理計画（土地改良事業計画）に位置付けられている土地改良施設（管
理受託施設含む）」です。国県市町が事業主体施設については、国県市町及び連合会が資産評価
を行いますが、改良区が事業主体のものについては改良区で資産評価を行ってください。また、改
良区所有の土地改良施設以外のもの（備品・車両運搬具・施設用地・建物等）も改良区で資産
評価を行う必要があります。

４. 土地改良施設の資産評価

複式簿記への移行により、決算に必要な書類が増加したことで、会計作業も複雑化しています。
土地改良区の決算規模や事務量に合った土地改良区会計基準に対応した会計ソフトの購入をお勧
めします。

５. 会計ソフトの購入

単式簿記最終年度の期末（令和４年３月31日）の財産目録や未収金、未払金台帳、固定資産台
帳等の補助簿を参考に、複式簿記開始年度の期首（令和４年４月１日）資産、負債及び正味財産
の残高を記載・作成します。また、令和４年度の予算編成時は「財務諸表に対する注記」「収支
決算書に対する注記」等を意識して作成するようにしましょう。

６. 開始貸借対照表の作成
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きるよう尽力してまいりますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

会員支援課
田﨑伶奈
た   さき  れ　 な

　今年度より新しく水土里ネット長崎に入会いたしました末
永和佳子と申します。
　宮崎大学農学部森林緑地環境科学科出身で、測量などを
学んできました。学生時代は高校・大学と管弦楽部に所属
しており、ヴァイオリンを担当していました。趣味はドライブや
一人旅行、ゲームや動画を見ることで、休日は基本その内
のどれかをしています。しかし一人旅行については新型コロ
ナウイルスの影響で去年からできていないのでいつか落ち着
いたらいろいろな所へ行きたいです。
　まだまだわからないことが多いですが、与えられた業務に
懸命に取り組み、日々成長していきますのでどうぞよろしく
お願いいたします。

技術課
末永和佳子
すえ なが  わ　 か　 こ

　皆さん、初めまして。今年度より水土里ネット長崎に入会
し県央支所に配属されました松永一星です。
　大村工業高校建設工業科では、測量や土木力学などの
専門知識を学び実習を積み重ねてきました。それらの知識
を様々な業務に最大限活かしていきたいと思います。部活動
では野球部に所属し、肉体的にも精神的にも鍛えてきたの
で、特に現場作業では率先して動き、日々の業務を頑張り
たいと思います。そして、チームスポーツで培った協調性や
コミュニケーション能力を活かしていきます。
　まだまだ分からないことばかりですが一日一日を大事にし、
一人前の農業土木技術者になり、長崎県の農業農村地域
の発展のために頑張りたいと思っています。どうぞよろしく
お願い致します。

県央支所
松永一星
まつ なが いっ せい

▲新人現地研修の様子。県央、島
原管内の事業実施地区を回り、土地
改良区や土地改良施設等を見学しま
した。

　以前よりお知らせしているとおり土地改良法の一部改正により、土地改良区等は令和４年度から貸借
対照表の作成が義務付けられました。そのため、土地改良区等は、令和３年度末までに会計細則の変更
や土地改良区会計基準に対応した会計ソフトの購入など、複式簿記の導入に向けた準備が必要です。
　令和元年度より、土地改良区体制強化事業による土地改良区の巡回指導を順次行っていますが、改め
て複式簿記導入に際して、取り組むべき項目をまとめましたので、土地改良区の皆様ご自身でも再度ご
確認ください。

複式簿記導入後は、会計基準に記載のあるような特別な場合を除いて特別会計を設けることができ
ません。また、特別会計を設けた場合も、「会計単位ごと」に作成すべき決算書や帳簿が増え、事
務負担も増えます。決算書類のスリム化と事務負担の軽減のためにも会計の統合を検討してください。

複式簿記の移行について再度ご確認くださいお知らせ

１. 一般会計と特別会計の統合　

会計基準の変更に伴い新しい会計細則に変更する必要があります。細則例を参考にし、改良区に
則した細則を作成してください。なお、細則の変更にあたっては、総（代）会の承認が必要になります。

２. 会計細則の変更

新しい会計基準では勘定科目が大きく変わります。単式簿記から複式簿記の移行に合わせて変更
された勘定科目を比較するために、一覧表等を作成し、把握できるようにすることをお勧めします。
令和４年度の予算編成時から複式簿記の勘定科目を使用しますので、比較表を作成することで組
合員の方への説明の簡略化もできます。

３. 勘定科目の整理

貸借対照表作成のため、土地改良施設の資産評価を行う必要があります。資産評価の対象となる
土地改良施設は、「維持管理計画（土地改良事業計画）に位置付けられている土地改良施設（管
理受託施設含む）」です。国県市町が事業主体施設については、国県市町及び連合会が資産評価
を行いますが、改良区が事業主体のものについては改良区で資産評価を行ってください。また、改
良区所有の土地改良施設以外のもの（備品・車両運搬具・施設用地・建物等）も改良区で資産
評価を行う必要があります。

４. 土地改良施設の資産評価

複式簿記への移行により、決算に必要な書類が増加したことで、会計作業も複雑化しています。
土地改良区の決算規模や事務量に合った土地改良区会計基準に対応した会計ソフトの購入をお勧
めします。

５. 会計ソフトの購入

単式簿記最終年度の期末（令和４年３月31日）の財産目録や未収金、未払金台帳、固定資産台
帳等の補助簿を参考に、複式簿記開始年度の期首（令和４年４月１日）資産、負債及び正味財産
の残高を記載・作成します。また、令和４年度の予算編成時は「財務諸表に対する注記」「収支
決算書に対する注記」等を意識して作成するようにしましょう。

６. 開始貸借対照表の作成
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長崎の農業・農村写真コンテスト作品
「里の茶畑」東彼杵郡東彼杵町

　昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、女性の会の
活動を中止しておりましたが、今年度は感染症の状況を鑑みつつ、
女性の会の活動を行いたいと考えております。
　日程・内容の詳細については、女性の会の会員の皆様へ後日ご
案内いたしますので、ふるってご参加をよろしくお願い致します。
　また、会員でない改良区の女性の皆さまも、女性の会へのご入
会をお待ちしておりますので、事務局までご連絡ください。

時期：９月中（感染症の状況によっては延期します）
内容：基本的事務の座談会　トラブル事例の紹介
　　　施設見学　…などを中心に企画中です

ご就任おめでとうございます

　　　  ５日　令和３年度仕事始め式（長崎市：土地改良会館）
 　　　  ９日　農業会議第１回常設審議委員会（長崎市：農協会館）
 　　　1２日　南島原土地改良区合併予備契約書調印式（南島原市）
 　　　1３日　第 217 回理事会（長崎市：長崎県庁）
 　　　1５日　雲仙市土地改良区連絡協議会（雲仙市）
 　　　２１日　長崎県農業農村整備事業推進協議会会長選任互選会議（Ｗｅｂ）
 　　　２２日　土地改良事業団体連合会九州協議会第１回総務担当者会議（Ｗｅｂ）

 　　　１１日　土地改良事業団体連合会九州協議会第６３回通常総会（Wｅｂ）
 　　　２６日　土地改良事業団体連合会九州協議会事務責任者会議及び合同会議（Wｅｂ）

会 議 と 行 事

５月

４月

令和３年度 ながさき水土里ネット女性の会活動予定について

　本会職員のさらなる技術力の向上を目指して資格取得に積極的に取り組み、以下の職員が資格
を取得しましたのでご紹介します。今後も、会員の皆様の信頼を得られるよう、努めて参ります。

技術力向上のため資格取得の取り組み

【女性の会事務局 連絡先】
水土里ネット長崎 総務課内（担当：平野・江浦）
TEL：095-823-3101
E-mail：n.soumu.3101@ntr.or.jp

開
催
予
定

内
容

農業土木技術管理士
五島支所長　西坂　英彦
壱岐支所長　山野　好範　　（両名　令和２年12月取得）


